
   

 
 

 

１ 
実戦例題 空間図形(1)－最短距離－   

答えは本文にあります。 

 

２  
実戦問題 空間図形(1)－最短距離－ 

(1) ６０°  (2)① ウ  ② ６ｃｍ  (3) ６ ３ ｃｍ 

解き方  
(1) おうぎ形の弧の長さは，底面の円の円周に等しい。 

     ２π×１＝２π（ｃｍ） 
   側面のおうぎ形は，半径６ｃｍの円の円周は，２π×６＝１２π（ｃｍ）だから，  

   側面のおうぎ形は，半径６ｃｍの円の
２π

１２π
＝
１
６
にあたる。 

   したがって，おうぎ形の中心角は， ３６０°×
１
６

＝６０° 

(2)① 糸の長さが最も短くなるのは，展開図で糸が直線になるときである。ウが正しい。 

  ② ウの図で△ ′ＰＡＡ は正三角形になるから， ′ＡＡ ＝ＰＡ＝６（ｃｍ） 

(3) 糸を２周巻きつけているとき，糸の長さが最も短くなるの

は，２周分の展開図を考えたときの直線になる。右図のＡＡ″

である。 

   △ＰＡＢは６０°の角をもつ直角三角形であるから， 

     ＡＰ：ＡＢ＝２： ３ 

       ２ＡＢ＝ＡＰ× ３＝６ ３       
        ＡＢ＝３ ３ 
   したがって， ＡＡ″＝２ＡＢ＝２×３ ３＝６ ３ （ｃｍ） 
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３  
実戦問題 空間図形(1)－最短距離－ 

(1) 体積： ３８
３πｃｍ

３
  表面積： ２１２πｃｍ   (2) ４ ２ ｃｍ  

解き方  
(1) 右の図で，円錐の高さＯＨは，三平方の定理より， 

      ２ ２４ －２ ＝ １２ ＝２ ３ （ｃｍ） 
   したがって体積は， 

      π×２２×２ ３ ×
１
３

＝ ３８
３

３π(ｃｍ ） 

          ⇒円錐の体積 V＝πr２×h× １
３
 

   おうぎ形の中心角は， ３６０°×
２π×２

２π×４
＝１８０° 

   したがって表面積は， π×４２×
１
２

＋π×２２＝ ２１２π（ｃｍ ）   ⇒側面積＋底面積 

 

 

  ⇒円錐の側面積は， 

   右の裏ワザで求めてもよい。 

    π×２×４＝８π（ｃｍ２） 

  ⇒側面のおうぎ形の中心角は， 

    ３６０°×
２

４
＝１８０° 

 

(2) 側面の展開図は，半径４ｃｍの半円になる。 

   右の図のように，直角三角形の斜辺の長さが，ＡＢの最短の長さになる。 

三平方の定理より， 

ＡＢ＝ ＋2 2４ ４ ＝ ４ ２（ｃｍ） 

      ⇒直角二等辺三角形になるから， 

       辺の比１：１： ２ から求めてもよい。 

 

 

 

 

裏ワザ

側面のおうぎ形は，円の
a
b

にあたる。 

おうぎ形の中心角＝３６０°×
a
b
 

おうぎ形の面積(側面積)＝π×ab 
 
   ⇒b×aにπをつければ側面積になる。 
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４  
実戦問題 空間図形(1)－最短距離－ 

 ４ ５ ｃｍ  

解き方  
 ＡＬ＝ＡＥ＝５ｃｍ より， 

     ＬＤ＝ＡＤ－ＡＬ＝８－５＝３（ｃｍ） 

 また，ＧＨ＝３ＧＭより， 

     ＧＭ＝ＧＨ÷３＝６÷３＝２（ｃｍ） 

 よって， ＭＨ＝ＧＨ－ＧＭ＝６－２＝４（ｃｍ） 

 ＬＰ，ＰＭをふくむ面の展開図は，右のようになる。ＬＰ＋ＰＭ が最も短くなるのは直線になる

ときだから，△ＬＭＨで三平方の定理より， 

     ＬＰ＋ＰＭ＝ＬＭ＝ ＋2 2ＬＨ ＭＨ ＝ ＋2 2８ ４ ＝ ４ ５ (ｃｍ） 

 

５  

実戦問題 空間図形(1)－最短距離－  

(1) ３４ ３
ｃｍ

３
  (2) ５ｃｍ   (3) ２２ｃｍ   (4) 

８ ５
５

ｃｍ 

解き方  

(1) ２×２× ３ ×
１
３

＝ ３４ ３
(ｃｍ )

３
   ⇒円錐の体積＝底面積×高さ×

１
３
 

(2) 点Ｏから底面ＡＢＣＤに垂線ＯＨをひくと，点Ｈは対角線ＡＣ，ＢＤの交点で， 

△ＡＢＨは，∠ＡＨＢ＝９０°の直角二等辺三角形だから， 

     ＡＨ：ＡＢ＝１： ２  

     ＡＨ：２＝１： ２   ＡＨ＝
２
２

＝ ２ （ｃｍ） 

また，∠ＯＨＡ＝９０°だから，△ＯＡＨで，三平方の定理より， 

ＯＡ＝ ( ) ( )＋３ ２
2 2

＝ ５ （ｃｍ） 

(3) △ＯＡＢは，ＯＡ＝ＯＢ＝ ５ (ｃｍ）の二等辺三角形で， 

点Ｏから辺ＡＢに垂線ＯＭをひく。ＡＭ＝１（ｃｍ）より， 

△ＯＡＭで，三平方の定理より， 

ＯＭ＝ ( ) －１2
2５ ＝２ （ｃｍ） 

 したがって， △ＯＡＢ＝２×２×
１

２
＝２ （ｃｍ２） 
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(4) ＡＰ，ＰＣがふくまれる部分の展開図は右のようになる。 

   ＡＰ＋ＰＣ が最小となるのは，ＡＣが直線になるときで， 

ＡＣとＯＢの交点をＰとする。 

   △ＯＡＢ≡△ＯＢＣより， ＡＢ＝ＢＣ，ＡＣ⊥ＢＰ 

   △ＯＡＭと△ＡＢＰで， 

     ∠ＯＡＭ＝∠ＡＢＰ，∠ＯＭＡ＝∠ＡＰＢ＝９０° 

   ２組の角がそれぞれ等しいから， 

     △ＯＡＭ∽△ＡＢＰ 

   よって， ＯＡ：ＡＢ＝ＯＭ：ＡＰ 

       ５ ：２＝２：ＡＰ  ＡＰ＝
４
５

＝
４ ５
５

（ｃｍ） 

   したがって， ＡＰ＋ＰＣ＝２ＡＰ＝
４ ５
５

×２＝
８ ５
５

（ｃｍ） 

 

６  
実戦問題 空間図形(1)－最短距離－  

(1) １６ｃｍ３  (2) ２ ２ ｃｍ  (3)① （ ４＋２ ２ ）ｃｍ  ② ６ ２ ｃｍ    

解き方  
(1) ２×２×４＝１６（ｃｍ３） 

(2) １辺の長さを a ｃｍ （a＞０）とすると， 

     a２×２＝１６  a２＝８  a＝ ８ ＝２ ２ （ｃｍ） 

(3)① ＩＡ＝ＥＪ＝２×
１
２

＝
２
２

＝ ２ （ｃｍ） 

    よって， 

      ＩＡ＋ＡＰ（ＡＥ）＋ＰＪ（ＥＪ）＝ ２ ＋４＋ ２ ＝（４＋２ ２ ）（ｃｍ） 

② ＡＧ間の最短距離は右図のようになる。 

よって， 

   ＩＡ＋ＡＰ（ＡＧ）＋ＰＪ（ＧＪ） 

＝ ２ ＋４ ２ ＋ ２ ＝６ ２（ｃｍ） 
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１  
補充問題 空間図形(1)－最短距離－  

 ３ ５ｃｍ    

解き方  
求める糸の長さは，展開図で直線になる。 

右の図は，糸がかかっている面の展開図であり，ＡＧが求める長さ

である。 

 △ＡＤＧで，三平方の定理より， 

ＡＧ２＝ＡＤ２＋ＤＧ２＝３２＋６２＝４５ 

よって， 

ＡＧ＝ ４５ ＝３ ５ （ｃｍ） 

 

 

２  
補充問題 空間図形(1)－最短距離－  

(1) ３ ３ ｃｍ３  (2) １９ ｃｍ  

解き方  
(1) △ＡＢＣを底面とすると，高さはＤＢになる。 

   △ＤＡＢで，三平方の定理より， 

     ＢＤ＝ ２ ２－６ ３ ＝ ２７ ＝３ ３ （ｃｍ） 

  求める体積は， ⎛ ⎞
⎜ ⎟
⎝ ⎠

１
３×２×

２
×３ ３ ×

１

３
＝３ ３ （ｃｍ３） 

(2) 右の図は，糸がかかっている側面の展開図である。 

   ＥからＡＣに垂線をひき，ＥＨとする。 

   △ＤＡＢは，ＡＤ：ＡＢ＝２：１であるから，∠Ａ＝６０°の

直角三角形である。 

   よって，△ＥＡＨで，ＡＨ＝１（ｃｍ），ＥＨ＝ ３ （ｃｍ） 

となる。 

   求める長さはＥＣであるから， 

△ＥＨＣで，三平方の定理より， 

ＥＣ＝ ２ ２＋ＥＨ ＨＣ  

   ＝ ２ ２（ ３ ）＋（３＋２－１） ＝ １９ （ｃｍ） 
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